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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

き
は
、待
ち
時
間
の
少
な
い「
予

約
相
談
」を
利
用
く
だ
さ
い
。

【

】全
国
共
通
予

約
専
用
受
付
電
話

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す

※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、電
話

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

【

】

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
給
付

に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
一
般
の
部
＝
７
月
12
日

（
水
）〜
13
日（
木
）、９
月
13
日

（
水
）〜
14
日（
木
）▼
小
中
学
生

の
部
＝
８
月
２
日（
水
）〜
３
日

（
木
）、８
月
９
日（
水
）〜
10
日

（
木
）／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
一
般
の
部
＝
市
内
高

校
生
以
上
▼
小
中
学
生
の
部
＝
市

内
小
中
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

各
回
10
名（
申
込
先
着
順
）

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

無
料各

受
講
日
の
前
日視

聴

覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

　

▼
介
護
過
程
Ⅲ
＝
９
月

20
日（
水
）、27
日（
水
）、10
月
4
日

（
水
）、18
日（
水
）、25
日（
水
）▼
医

療
的
ケ
ア
＝
11
月
１
日（
水
）、８

日（
水
）飛

鳥
未
来
き
ず
な
高
等
学

校
登
米
本
校10

万
９
６
７
０
円（
初

任
者
研
修
資
格
保
有
の
場
合
）

※
保
有
資
格
に
よ
り
金
額
が
異
な

り
ま
す

※
介
護
職
員
割
引
制
度
有
り

７
月
12
日（
水
）三

幸

福
祉
カ
レ
ッ
ジ
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０
１
２
０（
２
９
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）３
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➊
市
内
在
住
で
接
客
が

好
き
な
人
➋
登
米
町
の
歴
史
や
文

化
に
興
味
が
あ
る
人
➌
観
光
客
に

登
米
市
を
P
R
し
た
い
人

※
年
齢
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

10
人
程
度

７
月
20
日（
木
）

３
回
程
度
の
研
修
会

を
実
施
し
、研
修
成
果
に
よ
り
決

定
し
ま
す

と
よ

ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

０
２
２
０（
５
２
）２
６
３
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死info_toyom
a@
toyom

a.co.jp
　　

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

と「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者

証
は
、有
効
期
限
が
過
ぎ
た
ら
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
国
保
被
保
険
者

に
は
、高
齢
受
給
者
証
と
被
保
険

者
証
を
一
体
化
し
た「
被
保
険
者

証（
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者

証
）」を
送
付
し
ま
す
。

※
学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
持
つ

人
で
、学
校
を
や
め
た
り
変
わ
っ

た
り
し
た
人
や
、社
会
保
険
に
加

入
す
る
な
ど
し
た
人
は
、手
続
き

が
必
要
で
す
。必
要
書
類
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
保
険
給
付
係
・
年
金
医
療

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）

 

２
１
６
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農
作
業
中
は
、自
分
で
気
づ
か

な
い
う
ち
に
熱
中
症
に
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。作
業
中
は
小

ま
め
な
水
分
補
給
、休
憩
を
取
り
、

複
数
人
で
声
が
け
を
す
る
な
ど
、

熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
対
策

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■➊
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を

外
し
て
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
➋
水

分
補
給
、小
ま
め
な
休
憩
を
取
り

ま
し
ょ
う
➌
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
➍
単
独
作
業

を
避
け
ま
し
ょ
う
➎
高
温
多
湿
の

環
境
を
避
け
ま
し
ょ
う

■
マ

フ

　

農
林
水
産
省
の「
M
A
F
F
ア

プ
リ
」は
、「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト（
高
温
注
意
情
報
）」な
ど
を
通

知
す
る
な
ど
、農
業
に
携
わ
る
人

に
役
立
つ
情
報
を
届
て
く
れ
る
ス

マ
ホ
用
ア
プ
リ
で
す

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）
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０
２
２
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３
４
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市
内
参
加
企
業
に
よ
る
会
社
概

要
説
明
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

職
業
相
談
を
実
施
し
、就
職
希
望

者
の
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

７
月
４
日（
火
）▼
第
一
部

＝
午
前
10
時
〜
正
午
▼
第
二
部
＝

午
後
２
時
〜
４
時

登
米
総
合
体
育
館

▼
高
校
生
、短
大
生
、高

専
生
、大
学
生
、大
学
院
生
、専
修

学
校
生
▼
一
般
求
職
者
▼
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
▼
学
生
の
保

護
者

無
料

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）
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２
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３
４
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国
道
４
号（
大
崎
市
古
川
荒
谷

〜
栗
原
市
高
清
水
豊
田
）の
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
31
日（
月
）ま
で

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
調
査
票（
南
方
町
・
迫
町
北
方
・

迫
町
新
田
地
区
に
配
布
）か
ら
回

答
く
だ
さ
い

仙
台
河
川
国
道
事

務
所
調
査
課

☎
０
２
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２
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０
４
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死thr-dourotyousa@
ki.m
lit.

go.jp

　

内
閣
府
で
は
、今
後
の
防
災
対

策
に
向
け
て
、住
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、避
難
意

識
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

７
月
１
日（
土
）〜
８

月
31
日（
木
）

内
閣
府
政
策
統
括

官（
防
災
担
当
）　

☎
０
３（
３
５
０
１
）６
９
９
６

下田中53番地8 0220-23-8688


